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「ツ ベ ル ク リ ン・ア レ ル ギ ー」

東京警察病院内科

讐 學 博士 坂 本 秀 夫

日大馨學士 唐 澤 肇

人膿 ノ結核感 染 ニヨツテ登 生 セル 「ツベル クリ

ン・ア レル ギー」ハ、 重症肺結 核、粟粒結核、結

核 性磯膜炎、及 ビ其他 ノ重症疾 患 一ヨ リテ悪液

質 ノ來 レル 場合 二 於 テ、屡 ヒ消失 スルニ 到 ル

事 ハ周知 ノ事實 ナ リ(陰 性 「アネルギー」、v.

且ayek)。

尚 ホ麻疹(v.Pirquet,Preisich)狸 紅 熱(Rolly,

Moltschanoff)「 イ ンフルェ ンザ」(Schiff,Berli-

ner)腸 「チ フス」(Rolly,Krannhals,高 須 、大

住及 ビ山大路)等 ノ急性傳染病 二罹患 セル際、

其 ノ病状 ニ ヨリ有熱期 二於 テ屡 くピルケー氏反

慮 ノ清失 スルニ到 ル報告 ア リ(非 特異 性或 ハ特

登 性一時的 「ア子 ルギー」).格 魯布性肺炎 二就 テ

ハ、No七hmann,Rollyノ 報 告 ニ ヨレバ、 ピル

ケー氏反慮 ハ厘墓 有熱 期 二於 テ陰 性 ニ シテ恢復

期 二於 テ陽性 トナル事 ア リ ト云 フ。Nothmann

ハ僅 二1例 二就 テ報 告 シ、Rollyノ 報 告 モ簡 軍

一 シテ解熱後 幾 日目頃 ヨリ陽性 トナルヤ ノ記載

ナ シ。

余等ハ昭和6年 以來、40例 ノ格魯布性肺 炎患

者 二就 テ、其 ノ臨躰的経過 テ追 ヒテ有熱期間及

ピ無熱期間二於 テ、マンツー氏反鷹 ラ反復試験

シ、同時二血液所見就中白血球数及ビ赤血球沈

降速度 テ検査 セルラ以テ弦 二其 ノ成績 テ報告ス

ベ シ
。

實験 方法。

(1)マ ン ツー氏反慮及 ビ赤血球沈降速度検 査方

法 ハ、余等 ノ 「ツベ ル ク リ ン・ア レル ギー」二

關 スル研究第三報 二記載 セ ル 方法 ニ ヨレリ。

マ ンツー氏反慮検査 ノ際丘 疹幾糎 ラ以 テ陽性、

陰性 ヲ決定 スルヤニ就 テへ 報 告者 ニ ヨツテ相

違 ア レドモ、余等 ハ弦 ニハ軍 二便宜 上薔 「ツベ

ル ク リン」千倍液0.1琵 皮 内注射後無 反慮 ノモ

ノテ陰性 トシ、丘疹0・5糎 以上 テ呈 スルモ ノラ

陽性 トナ シ、記載 ハ凡 テ丘疹 ノ直径 テ糎 ニテ讃

ミタル数 テ以 テセ リ.

(2)マ ン ッー氏反慮検査間隔 ハ凡 ソ1週 間 トセ

シガ、場合 ニ ヨ リ其 ノ間隔短 キモ ノ或 ハ長 キモ

ノアリ^

第一章 同一肺炎患者 呂就 キ有熱期及無熱期=於 テ、

マ ンツー氏反磨 ヲ反復検査 セル成績

男女合計16例 ノ格魯布性肺炎患者 二就テ、登

病後有熱期 ノ最モ速キハ2日 目、最 モ逞キハ10

日目、又解熱後最 モ早 キ・・1日 目、最 モ遅 キハ

21日 目二於 テ検査 セル ア リ。其 ノ成績次 ノ如
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シ 。

第 一項 有熱期 二於 テマ ンツー氏反慮

陰性 ニ シテ解熱後 陽性 トナ リタルモ ノ

9例(56・3%)ア リ(第 一表)。

解熱後幾 日目二於 テマ ンツー氏反磨陽性 トナル

ヤハ、患者 ニ ヨリ、其 ノ病状 ニ ヨリ、叉検査間

隔 ノ相違 ニ ヨリ此 ラ断言 スル事 デ得 ザルハ勿論

ナ レ ドモ、最 モ早 キハ解熱後1日 目(第1例)、

最 モ遅 キハ、21日 目(第2及 第7例)二 於 テ陽

性 トナ レリ。 他 ノ大 部分 ノ患者 ハ解熱後2日 目

第一表

ヨリ12日 目 ノ間 二於 テ陽性 トナ レリ。

マ ンツー氏 反慮 ノ程度 テ見 ルニ、有 熱期 二於 テ

ハ何 レモ全 ク反慮 テ呈 セズ。無熱期 二於 テハ丘

疹0.6糎 テ呈 シタル1例(第3例)テ 除 キ他 ノ大

部分 ノ患者 ハ凡 テ1糎 以 上 ノ陽性反磨 ラ 呈 セ

リ。

9例 中使 二1例(第5例)二 於 テハ無熱期 二於 テ

マ ンツー氏反鷹陽 性 トナ リシ時期 二於 テ、爾 ホ

白血球過多症存 シ、他 ノ2例(第4及 ビ第9例)

二於 テハ肺膿瘍 テ併登 セシタメ白血球過 多症存

有熱期 二於 テマソツー氏反磨陰性、解熱後陽性 トナ リタルモノ

例

症

一

姓 名 性
年

齢
病竃 検査日

病 解病
1熱

日 後日
1

禮 温
(検査日
最高)

有
期
熱
間

マ1

氏
反
鷹

赤
沈
速
度

肺
炎
菌
型

'合

併
症

白
血
球

結膜症
核炎
及既
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1 ♂ 36右 上葉 40.4

37。
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肺 膿 瘍(25/
11)

15200

10400

9600

8000

ナ シ

ヒ

21/11
2/12
15/12

、.9

11.2

11・5

5 ♂ 59

1-

33

F一一

30

128119

、1

38。

36.5

3602

36.5

8

、.l

l:8

§1

10

IV 26900

27200

9300

8000

ナ シ
右

・1

備嚇
}29/2

6 舎 雨 下!20/2
27!2

」

38.1

37.2

37。

9

、.1
1.8
ll
27

IV 13400

7600

7700

ナ シ

、1

193「
、1

713i24

7 ♀ 右下、
左下

41319331
1

39.3

36.5

36.9

37.1

ぐ37。

6

8
8
1.8

諺

27

皿 左中耳炎
(101皿)
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20

器

セ シガ、 ソノ他 ノ例 二於 テハ皆白血球数 ハ正常

トナ レリ。

有熱期 マ ンツー氏反慮陰性 ナ リシ時期 二於 テハ

通例 白血球過多症存 ス レドモ、 白血球撒正常 ナ

リシモ ノ3例(第2,第3及 ピ第7例)ア リ。

赤血球沈降i速度ハ何 レノ例 二於 テモ未グ正常二

恢復セザル時期二於テ既ニマンツー氏反癒ハ陽

性 トナレリ。
一旦解熱後併登症 トシテ肋膜炎

、肺膿瘍及 ピ淋

菌性関節炎二罹患 シ、タメニ熱登 セルモノ(第2
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及 ビ第9例)ア リタ レドモ、 マ ンツー氏反 慮一

旦陽性 トナ リシモ ノガ、是等 ノ併畿症 ニ ヨル熟

議 ノタメニ更 二陰性 トナ リタルモ ノナ シ。

マ ンツー氏反慮嚢現 ノ遅速 ト有熱期 間 ノ長短 及

ビ病竃 ノ大小 トノ間 ニハ明 カナル関係 ヲ・認 メザ

リキ。
ノ

是等格魯布性肺 炎患者 二就 テハ、肺 炎罹 患前 ノ

マ ンツー氏反慮検査成績 不明 ナルテ以 テ、本疾

患 ノ極期 二於 テ陰性 ニ シテ恢 復期 二於 テ陽性 ト

ナ リタルハ、木疾患 ノ影響 ニ ヨルモ ノニ非 ズシ

テ、結 核感染 ノ時期的関係上從來陰性 ナ リ シ

「ツベル クリ ン・アレルギー」ガ
、偶然肺炎 ノ恢復

期 二於 テ出現 スルニ到 リタル 一八非 ズヤ トノ疑

問 ラ描 ム飴 地存 スルが如 クナ レドモ、斯 ク多数

ノ肺炎患者 ノ極期 ニマ ンツー氏反応陰性 ナ リシ

第二表

事 ハ、f禺然 ノ事實 トハ解 シ難 シ。 ノミナ ラズ第

8例 ハ肺浸潤 、第1及 ピ第9例 ハ1熱性肋膜 炎 ノ

既往症 テ有 スル事 ハ斯 カル考察 ノ正 當 ナ ラザル

事 ラ謹 スル モノ ト云 フベ シ。從 ツテ恐 ラク叢病

前 既存 セシ 「ツベル クリン・ア レル ギー、ガ、肺

炎 二罹患 スル ト同時 二非特異性 ニ一時陰 性 トナ

リ、解熱後恢 復期 二向 フニ從 ツテ登病前 ノ 「ツ

〈ごル クリン・ア レルギー」テ獲 得 シタルモ ノ ト考

フル事 ハ失 當 ナラズ ト信 ズ。

第二項 有熱 期 二於 テマ ンツー氏反応陰性

ニ シテ無熱期 二於 テ依然 トシテ陰性 ナ リシ

モ ノ。2例(12」%)ア リ(第 二表 皿)。

2例 トモ ニ結核 及 ビ肋膜 炎 ノ既往症 ナ シ。從 ツ

テマンツー氏反感 ・・登病前 ヨ リ陰性 ナ リシモ ノ

ヵ、或 ハ登病後陰性 トナ リシモ ノ カ 不明 ニ シ

(1)有 熱 期 二於 テ マ ソ ツー 氏 反磨 陽 性 、 解 熱 後 陽 性 ナ リ シモ ノ
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27

30

38

3壬

病竃 検 査 日

左下

右上、
右下

病 日

4
-
↓
0

¶⊥

の
謝

3391ゆ召1
11

0
ヨ
ー81

0
召
/7の
」

4/4193⊥

23/4

4/5

左下、
右上

左下

ρ0

ワ0

ρ0

0
」
3

解熱
後病
目
禮温麟

3093
7
)

6り
θ

90600

r
つ

41

一〇

ρ0

¶1

0
ヨ

4

0
ヨ
6

1

9
0

(U

ワ
・
μ0

7
●

1

1

0
も
4

90391
0
召
9
ヨ
00

りψ

1

1

/

/

0

7

7

9

0
"
0
謝

の
ヨ

19121933
12512

1713
ロ

右 中13/3
111/3

119/3

「O

FO1

Q
り
」
ー
ユ
瓦

噌1

0
」

Q
り
ρ01

ρ
0

4

0
θ

1

0
」

39。8

37)2

36。8

39。8

36。8

36。5

36つ7

37。7

36。6

3607

37。2

36。4

36。6

隷
6

10

13

(U

(U

3

■⊥
-
↓
「
」

「り

"0

0

ー
ム
AU

噸⊥

46

'37

9

∩δ

8

ヴ
`
-

ρ0

炉0

戸0

3

0

0

1

1

0.59

2.1)

1.7

「0

0

3

0

て⊥

■⊥

6

Q
)
7

ρ0

ハ0

3

0
4

41

6

肺炎
菌型

1

IV

1

合併
症
血
数
白
球

肋
既
及

ノ

核
炎
症

結
膜
往

ユ8600南 側漁性肋膜炎
8000

7600

170001ナ シ

5400

・49・・1ナ シ
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8500

5100

30000

5900

6600
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ナ シ

(皿)有 熱期 マソツー氏反鷹陰性、解熱後陰性ナリシモノ
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1
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テ、1例(第15例)へ 肺 炎罹 患後37病 目、

解熱後28日 目二於 テ爾 ホ陰性、他 ノ1例(第

16例)ハ 第55病 目i解 熱後43日 目 二於 テ尚

ホ陰性 ニ シテ、何 レモ白血球歎正常 トナ リ赤血

球 沈降速度 モ殆 ド正 常 トナ リシニ拘 ラズ マンツ

ニ氏反磨陰性 ナ リキ。退院後 ノマ ンツー氏反磨i

テ追究 スル事能 ハザ リシバ遺憾 ナ リキ。

第三項 有熱期 二於 テエ ンツー氏反鷹 陽性、
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無熱期 二於 テモ亦陽性 ナリシモ ノ

5例(31.2%)ア リ(第2表1)。

何 レモ有熱期 二於 テ白血球過 多症 アリ。 且 ツ赤

血球 沈降速度 促進 セル時期 二於 テ陽性 ニ シテ、

1例(第10例)ハ 無熱嘲 二於 テモ有熱期 ト殆 ド

同一程度 二反鷹 シ肋膜 炎 ノ既往症 アリ。1例(第

第三表 有熱期二於テ ノミ

11例)ハ 解熱後___.旦微 弱反鷹 テ呈 シ、後 二有熱

期 二近 キ陽性反 慮 テ呈 セ リ。他 ノ3例(第12,

及14例)ハ 有熱 期 二於 テ微弱反慮 ヲ・呈 シ解熱

彼某 ノ反慮増強 シ陽性反慮 テ呈 セ リ。有熱期 陽

性 ニ シテ無熱期 二於 テ陰性 トナ リタ ル モ ノ無

シo

マ ソッ ー氏 反 鷹 ヲ検 査 シ陰 性 ナ リ シモ ノ

症例 姓 名 咋 年 病 竃 検査日 病 日
解熱
後病
日
盤温順 肺炎

菌型 合併症
白血
球数

『

結核及肋膜
炎ノ既往症

17一 ♂ 35 左上、左下23/41931 8 38)7 10
-

11一
死亡

り 11000 漁性肋膜炎

18一 ♀ 26
-

38

右下一 15/21931 9 37.5 0 89 IV 12000 不明

19一 舎 右下右上、 6121931 7
-

7

39.5
-

38.9
-

38.7

〇一
〇

一 11000

一
ナ シ

20一 舎 44
-

78

5S

右上 19!31932
一 一

死亡一
死亡一

死亡

一
92

-

90
-

90

13000 ナ シ

21 舎 8

一
〇 一

皿

12000

『
不明

ト
左 下 、 ノll上18/51933一 一

22

一

♀

一一 「一

左 下12/6 38.7

一

〇
子宮筋腫
肺炎菌腹
膜炎

26800 ナ シ'1933:81

第 二章 有 熱期a於 テワ 三マ ンツー氏 反 磨 ヲ検 査 セル モ ノ

肺 炎罹 患後有熱 期 二於 テ ノミマ ンツー氏反応 ラ

検査 シ無熱期 二於 テ検査 スル能 ハザ リシモ ノ6

例 アリ(第3表)、 凡テ全 ク陰 性 ナ リ。就 中死 亡

セルモ ノ4例(第19,20、"1及22例)ア リ。

此 ノ4例 ノ患者 ハ入院當 初 ヨリ重症 ニ シテ赤 血

球沈 降速度 モ亦著 シク促進 セ リ。其 ノ経過 ヨリ

陰 性 「ア子ル ギー(v.Hayek)ト 考 フル事 ヲ得

くご シ
。

第三章 マ ンツー氏反鷹 ヲ有無期 二於テ検査 セズ シテ

無熱期;於 テ検査 セルモノ

解熱後 入院 セル カ、或 ハ有熱期 二入院 セルモ都 第 一一項 解熱 後早期 ニマ ンツー氏反癒

合 ニ ヨリ、マ ンツニ氏 反慮 テ有熱期 二検 査 スル 陰性 ニ シテ後 一定期 間 テ経 テ陽性 トナ

事 ラ得 ズ シテ無熱朝 雲検査 ヲ行 ヘルモ ノ18例 リタル モ ノ、6例 ア リ(第4表)。

ア リ。其 ノ成績次 ノ如 シ。 解熱 後幾 日目二於 テマ ンツー氏反慮陽性 トナ リ

第四表 解熱後早期ニマソツー氏反旛陰性ニシテ、後二陽性 トナリタルモノ

症例 姓 名 性 年

`'3一 舎

24一 ♂

26一

♀

τ

35

冨

18

万

病竈 検査日

右下

左腕

右上

右下

126/31932

30/3

4/41932
11/4

30/31933
5/4
914

20/21933
2912
7/3

病 日

7

昭⊥1

0
ヨ
Q
り

「⊥

¶⊥

8

14

18

一
9

16

24

欝擁繍
1縣:ll6

37'10n

36。29

1
6

10

了

8

16

36。7

36)5

36。8

37。1

36つ8

36。8

侵譲i購
7
・
-

β0

ρ0

AU

(UO召

Q
り
3

4

9

nO
2

8

1

0

0

0

3

0

¶■

(U

「⊥

0

デ

一万
AU

9
一
〇
回

噌L

-
△

19

一
50

合併症 白血球鍛

10900

7600

12900

9600

20700

9500

9500

12500

6000

7600

結核及肋
膜炎 ノ既
往症
ナシ
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舎 29

29

6

1:1}li
1.21

E幻一 右下13141933
17/4
27/4
5/5

7

11

21
29

1

5

15

23

36.6

37.1

38。

38。

「

}

レ

28 左下 13/41933
17/4
2714
515

7

11

21

29

1

5

15
23

37。

36.5

36.7

36.7

6
1

。.llll

・.0153

1.0147

π、舎

シヤハ、1章 第1項 二於 テモ述 べ シが如 ク正確

二八不 明 ナ リ ト錐 モ、解熱後1日 目或 ハ2日 目

一八陰 性 ニ シテ5日 目乃至10日 目二於 テ陽性

添ナ レルモ ノ多 シ。 マ ンツー氏反慮陽性 トナ リ

シ時期 二於 テハ、第27例 ノ併 襲症 ア リシモノ

ヲ除キ著 シキ白血球 過多症 ナ シ。赤 血球沈 降速

度 ハ未 ダ正常 二恢復 セザ リキ。

是等 ノ患者 ノ有熱期 二於 ケルマ ンツー氏反鷹 ハ

不明 ナ レ ドモ、1:章 第3項 二於 テ述 べ シ が 如

ク、有熱 期 二於 テ陽性 ニ シテ無熱期 二於 テ陰性

トナ リタルモ ノハ1例 モ無 キテ以 テ、恐 ラク有

第五表

方 耳 下 腺 炎122000
28/4 14200

7700

7800

10400

10100

8600

8800

熱期 二於 テモ、 マ ンツー氏反鷹陰性 ニ シテ1章

第1項 記述 ノ患者 ト同一経 過 テ トリタルモ ノ ト

推定 スル事 ラ得 ベ シ。

第2項 無熱期 二於 テ陰性 ニ シテ

其儀退院 セル モ ノ

6例 ア リ(第c7表)。

解熱後1週 以上 ノモ ノ2例 、3週 以上 ノモ ノ4

例 ア リ。有熱期 二於 ケルマ ンツー氏反慮 ハ不 明

ナ リ。前述 ノ如 クマ ≧ツー氏反慮有熱期 陽性 ニ

シテ無熱期 二於 テ陰性 トナ リシモ ノノ・1例 モナ

キテ以 テ、是等 ノ患者 二於 テモ恐 ラ ク 有熱期

解熱後マソツー氏反磨陰性ニシテ退院時迄陰性ナ リシモノ

症例 姓 名 性 年 病 竃 検査日
解熱

病日後滴禮温

1日

有無 マ兵隊沈

期間1反圃速度縫一 躯難
舎 45 右上、右下 8141931

2314
19

34

7

22

12

23

37.5

37.1

37.2

36.7

36.6

36.9

36.4

36.5

36.9

37。

38。

37つ9

68
62

ユ2900不 明

9600

29一 12 0

0

30 ♀ 51 右上、右下 23/41931
4/5

20

31

9

5

12

0

0

63

15600

6050

♀ 22 左下 20/21933
27/2

7

14

2

9

0

0

0

0

0

0

0

0

12400

7300

31

32 ♀ 58 右下 29/31933

3ユ/3

5/4

15

17

22

4
6

11

1

5

22

1

8

15

21

皿 黄疸9400

33 ♀ a1

20

右下、右上 15/3

1913

514

9

13

30

7 125 灘 性 肋 膜 炎16800

(20/皿)
肺 膿 瘍(27/11200

皿)

舎 右下、左下 13/41933
20/4
27/4
5/5

10

17

24

32

36.7

37。

36.5

36.6

9 0
0

0

0

67

34

74

五14500

12800

8500

34 ナ シ

●

マ ンツー氏反磨陰性 ナ リシモ ノ ト推 定 スル事 テ

得 ベ シ。 叢病前 ヨリ陰 性 ナ リシカ或 ハ登病後陰

牲 トナ リシモ ノカバ全 ク不 明 ナ リ。1例(第33

例)二 於 テハ肋膜 炎及 ビ肺膿瘍 ノ合併症 ア リキ。

退 院後 ノマ ンツー氏反慮 デ追究 スル事能 ハザ リ

シバi遣憾iナ リキ。

第 三項 無熱期 二於 テ陽性 トナ リシモ ノ

6例 ア リ(第6表1。

解熱後1日 目 ノモ ノ2例 、4日 目 ノモ ノ2例 ボ

2週 以 内 ノモノ2例 ア リキ。 マ ンツー氏反慮有

熱期 二於 テ陰性 ナ リシモ ノカ、或 ハ陽性 ナ リシ

モ ノカノ・全 ク不明 ナ リ。6例 中3例 二於 テハ白

血球過 多症 ア リ。其:ノ中 ノ1例(第39例)ハ 肋

膜炎及 ビ膿肺瘍 ノ合併症 ア リ。残 リノ3例 二於
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テハ白血球 撒正 常 ナ リキ。 査 セル34例 中退院時迄陰性 ナ リ シ モ ノ8例

要之有熱期 二於 テマンツー氏反 慮 テ 検 査 セル(23.5%)、 他 ノ26例(76.5%)ハ 陽 性 ニ シテ

22例 中陰性 ナ リシモ ノ17例(77.3%)陽 性 ナ 陰性 ヨ リ陽性 トナ リシモ ノカ或 ハ始 メヨリ陽!生

りシモ ノ5例(22.7%)ナ リ。無熱期 二於 テ検 ナ リシモ ノナ リ.

第 六表 解熱後マソツー氏反鷹陽性ナ リシモノ
一

症例 姓 名 性 年 病 竃 検査創 病目
1

解熱
後病
日
骨豊温
有無
期間

マ氏
一

反慮

赤 、

沈 、

速 度

肺炎
荊型

{白 血合併症1球 敷
結核及肋膜炎

既往症
35 ♂ 45 左上 21/41931 7 1 36.4 6 1.7 20

1
10300 乾 性

23/4 9 3 36.4 1.6 肋膜炎一
36♂ 31 右下 23141931 14 4 36.7 10 1.0 15600

4/5 25 15 36.9 1.4

37一 歪 盛「一右 上{28/111931
1

7
0 1 37。 4 1.0 6700一 }一

38一 ♂ 50 右下、左上 19/111932 17 4 3608 14 1.6 ∬ 7100
　一 一 一一 一 一 一 一 一

39♂ 40 左下、右上 11/111932 21 11 36.8 10 1.0 16 H 漏性肋膜炎 14300
(71XI)

21/11 31 21 36.7 1.6 肺膿瘍 13000

2112 42 32 36.8 1.5 8700

15112 55 45 36.6 1.5 11600
}層 一7 一一 一

40♂ 32 左下 7/31933 11 3 37.1 8 2.0 63 中耳炎、左 8000

漏性肋膜炎
24/皿

16/3 20 13 37' 1.5 52 6300

1 2713 31 24 37.1 1.8

考察
り

格 魯布性肺 炎 二罹患 スレバ屡 丸有熱期 及 ビ解熱

後 早期 二於 テ非特異性 ニ一時的 「ア子ルギー」ラ

招來 シ、恢復期 二於 テ陽性 トナル コ ト、麻疹、

狸紅熱、及 ビ腸 「チフス」等 ノ急 性傳染病 二於 ケ

ル報告 ト凡 ソ同様 ナ リ。

人罷 ノ 「ツベル クリン・アレルギー」ハ、結核疾

患以外 ノ妊娠、貧血、榮養不 良、植物性瀞経異

常及 ビ其 他諸種 ノ條件 ニ ヨツテ影響 セラ レタル

モ ノニ シテ、肺 炎患者 二於 テハ、 マ ンツー氏反

癒 ハ有熱燗陰 性 ニ シテ、無熱期 陽性 トナルモ ノ

多 シ ト難 モ、余等 ノ接種 「マ ラリヤ」患者 ノ熟議

期 二於 ケルマンツー氏反慮検査成績(来 襲表)及

ビ肺 炎恢復期 二於 テ合併症 ノタメ熱 讃 ラ起 セ シ

場合 二於 ケルマ ンツー氏反慮検査 ニ ヨツテ明 カ

ナルが如 ク、軍 二熱 ソノモ ノハ該反 慮 二左程著

シキ影響 ラ及 ボスモ ノニ非 ズ シテ、蕨熱 當時二

於 ケル本疾患 ノ病的機軸 ニ ヨル身罷 ノ攣調 が一

時的1ア 子ル ギー」ノ主因 タルモ ノナルベ シ。

Rollyハ 急 性傳染病殊 二麻疹、狸紅i熱 ノ如 キ嚢

疹性疾患極期 二於 テ ピルケー氏反 庭陰 性 ナル原

』因
テ軍 二皮膚機能 ノ攣 化 二蹄 セ リ.

v.Pirquetハ 麻 疹 ノ際、時 二肺結核 が再燃 シ

且ツ ピルケー氏反磨陰性 ナル原 因 テ結核 二封 ス

ル免疫就農減弱 セルタメナ リト解繹 シ、Sonak

ハ麻 疹 見童 ノピルケー氏反磨陰性期 ニハ全血液

中 ノ結核菌 ノ増殖佳良 ナ リト報告 セ リ。高須 氏

ハ腸 「チフス」有熱期 二於 テ ピルケー氏反慮陰性

ナルハ結核菌抗禮 ノ減少 コ基 クモ ノナルベ シト

述 べ タ リ。

肺 炎 ノ有熱期 二於 テハ一般 二身禮:ノ抵抗力 ノ減

退 ヲ'來シ、大多数 ノ患者 二於 テハ皮膚 ノ反慮性

ハ著 シク減退 シ非特異性 ニ一時的 「ア子ル ギー」

テ招来 シ.、解熱 後恢 復期 二向 フニ從 ツテ身膿 ノ

抵抗力増進 卜共 二皮膚 ノ反磨 性 モ}曾湿 シ、「ツベ

ルク リン」反 磨陽性 トナル モ ノナルベ シ。

肺 炎 ノ極期 二於 テ、 「ツベル クリン」ノミニ封 シ

テ反鷹性 ノ減 退或 ハ消失 テ來 スや否 やハ頗 ル疑

問 ニ シテ他 ノ「アレルゲ ン」二封 スル反磨 性 モ減

退 スル可能 性 アル ラ以 テ、肺 炎患者 二封 シテ斯

カル モ ノテ使 用 セン トスル ニ當 リテハ此 ノ事實

テ考慮中 二加 フル ノ要 ア リ。
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「ツベル ク リン・アレルギー」ト結核免疫 トハ 互

二拉行 スル揚合 ト然 ラザ ル場合 トア リ。肺 炎患

者 ノ有熱期 及 ビ解 熱後早期 二於 ケルー一時的陰性

「ア子ル ギー」ト結核 免疫 トノ關係如何 二就 テ考

察 スルニ、肺炎 ノ有熱期 二於 テ、v.Hayekノ

陰 性 「ア子ル ギー」即 チ非免疫 性「ア子ルギー」ラ

示 シタルモ ノ4例 ア リシ事實 ヨ リ考 フ レバ、肺

炎患者 二於 ケルー 時的陰性 「ア子ルギー ハ、結

核 二封 スル抵抗力減退 テ想像 シ得 レドモ、余等

ハ之二就 テハ断定 テ下 スベキ實験的左購 テ有 セ

ズ、進 ンデSonakガ 麻疹患者 二於テ行 ヒシガ

如ク、肺炎患者二就テWrightノ 結核菌檜殖

試験或ハ肺炎罹患中結核再燃及 ビ結核感染 ノ頻

度二關 シテ臨躰的研究 テ積 ミシ後断定 テ下 ス必

要 テ認 ノルモ ノナリ。

結 論

(1)格 魯 布性肺 炎患者22例 二就 テ、其 ノ有熱

期 二於 テマ ンツー氏反慮 ヲ試験 セルー、全 ク陰

性 ナ リシモ ノ17例(77.3%)、 陽 性 ナ リシモ ノ

5例(22・7%)ナ リキ。

(2)格 魯 布性肺炎患者34例 二就 テ、其 ノ無熱

期 ニマ ンツー氏反慮 ヲ検査 セルニ陰性 ナ リシモ

ノ8例(23・5%)ニ シテ、他 ノ26例(76.5%)ハ

陽 性 ナ リ、而 シテ後者中 ニハ陰性 ヨリ陽性 トナ

リシモ ノ ト始 メ ヨリ陽性 ナ リシモ ノ ト存 ス。

(3)同 一 肺 炎患者16例 二就 テ、無熱期迄 マ ン

ツー氏反慮 テ反復試験 セルニ、 有熱期陰 性 ニ シ

テ無熱期 二於 テ陽性 トナ リ シ モ ノ9例(56.3

%)、 依 然 トシテ陰性 ナ リシモ ノ2例(12・5%)、

有 熱期及 ビ無熱期 二 於 テ 陽性 ナ リシモ ノ5例

(31、2%)ナ リキ。

(4)解 熱 後 マ ンツー氏反慮陽性 トナ リシ15例

(第1表 及第4表 参照)巾

解熱後1乃 至4日 目二陽性 トナ リシモ ノ2例

解熱後5乃 至1,日 目 二陽性 トナ リシモ ノ7例

解熱後10乃 至1・:日 目二陽性 トナ リシモ ノ4例

解熱後21日 目二陽性 トナ リシモ ノ2例 ナ リ。

(5)解 熱 後 マ ンツー一氏反磨陽性 トナ リシモ ノガ

肺膿瘍、肋膜 炎等併登 シ熱 畿 ヲ來 スモ ソレガタ

メ該反慮 ノ更 二陰性 トナ レルモ ノナ シ。

(6)上 述 ノ如 ク格魯布性肺 炎二際 シテ・・、其 ノ

有熱期或 ハ解熱後早期 二於 テマ ンツー氏反慮 ノ

減退乃至消失 テ見 ルニ到 ル事多 ケ レ ドモ、大多

歎例 二於 テハ解熱後短 時 日内二該 反慮 ノ出現又

ハ檜強 ヲ見 ルニ到 ルモ ノナ リ。 而 シテ本反磨清

失 ノ原因 ハ輩 二禮 温 ノ上 昇 ノミニ蹄 スベ キモ ノ

ニ非 ズ シテ本疾 患 ノ爲 メニ起 レル身農 ノ攣調 ニ

ヨルモ ノナルベ シ
o

稿 テ終ルニ臨 ミ、恩師稻田教授及 ビ東京警察病

院長坂 口助教授 ノ御懇篤 ナル御指導 ト本稿御校

閲 ノ勢 テ衷心 ヨリ感謝 シ、醤長盤澤講師テハ ジ

メ内科諸兄ノ御好意 ヲ深謝 ス。
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